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修
理
前

修
理
後 ②③

④

⑤

④

①尾張徳川家三世代にわたる雛段飾り（明治～昭和時代、個人
蔵）②有職雛（束帯姿）矩姫所用（江戸時代 19世紀、徳川美
術館蔵）③尾張徳川家伝来の雛道具の数々④写真左は菊折枝蒔
絵雛道具の将棋盤で福君のもの（江戸時代 19世紀、徳川美術
館蔵）。右は実物の婚礼調度⑤徳川美術館にて開催中

③

①

会
期
／
２
月
５
日
㈯  

▼ 

４
月
３
日
㈰

尾
張
徳
川
家
の
雛
ま
つ
り

徳
川
美
術
館
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

特別展

徳
川
美
術
館
「
尾
張
徳
川
家
の
雛
ま

つ
り
」
は
今
回
で
35
回
目
を
迎
え
る
。

尾
張
徳
川
家
三
世
代
に
わ
た
る
雛
段
飾

り
や
伝
来
の
雛
道
具
な
ど
丁
寧
に
飾
り

付
け
さ
れ
た
展
示
品
は
ど
れ
も
豪
華
だ
。

中
で
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
「
矩か

ね

姫ひ
め

（
尾
張
家
14
代
慶
勝
正
室
）

の
有
職
雛
」
で
あ
る
。
束
帯
姿
の
男
雛

と
十
二
単
を
召
し
た
女
雛
は
ど
ち
ら
も

正
装
で
気
品
に
満
ち
て
い
る
。

「
今
回
男
雛
の
修
理
を
実
施
し
た
。

黒
い
絹
で
で
き
た
頭
髪
と
黒
い
衣
裳

（
袍
）
が
著
し
く
傷
ん
で
い
た
。
原
因

は
黒
く
染
め
る
た
め
に
用
い
た
鉄
分
。

そ
れ
が
化
学
反
応
を
起
こ
し
た
」（
学

芸
員
）。
修
理
前
と
修
理
後
を
見
比
べ

る
と
表
情
が
異
な
っ
て
見
え
る
か
ら
不

思
議
だ
。

も
う
一
つ
の
見
ど
こ
ろ
は
２
つ
の

将
棋
盤
。
尾
張
家
11
代
斉な

り
は
る温
の
継
室
・

福さ
ち
ぎ
み君
の
婚
礼
調
度
の
将
棋
盤
と
、
そ
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
あ
る
雛
道
具
。
実
際
の

将
棋
盤
と
差
違
は
な
い
ほ
ど
完
成
度
が

高
い
。
駒
の
並
び
は
今
年
の
大
一
番
を

再
現
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
注
目
ポ
イ

ン
ト
満
載
の
同
展
は
４
月
３
日
㈰
ま
で
。

徳
川
美
術
館

住
所
／
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
１
０
１
７

電
話
／
０
５
２ｰ

９
３
５ｰ

６
２
６
２

各
地
の
ひ
な
展　
そ
の
②
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①《おぼこ雛 内裏雛》昭和６年（1931）②野口園生《竹姫さま》
昭和 55 年（1980）田中秀代コレクション③《賀茂人形 笑み》江
戸時代④伝原舟月《古今雛》江戸時代⑤平田郷陽《這い子》昭
和２年（1927）頃　前島秀章・久代夫妻コレクション⑥（右）
「ゼンマイ仕掛けの編み物をする熊」　（左）「ゼンマイ仕掛けの猿（ 
陽気な猿の音楽隊３体のうち）マックス・カール社　1940 ～ 50 年代　
前島秀章・久代夫妻コレクション⑦《三つ折れ御所人形》江戸時代　前
島秀章・久代夫妻コレクション           ✽掲載作品はすべて佐野美術館蔵

会
期
／
2
月
19
日
㈯  

▼ 

４
月
３
日
㈰

佐
野
美
術
館
（
静
岡
県
三
島
市
）

佐
野
美
術
館
創
立
55
周
年
・
三
島
市
制
80
周
年 

記
念 

愛
し
の
ほ
ほ
え
み

佐
野
美
術
館
で
は
、
雛
の
時
期
に
あ

わ
せ
て
、
同
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

優
品
を
厳
選
し
て
展
示
。
名
工
と
名
高

い
原
舟
月
作
と
伝
わ
る
古
今
雛
な
ど

の
ひ
な
人
形
を
は
じ
め
、
御
所
人
形

な
ど
の
日
本
の
古
人
形
か
ら
、
明
治
時

代
の
抱
き
人
形
、
西
洋
の
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
ド
ー
ル
、
近
代
作
家
の
創
作
人
形
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
思
わ
ず
微
笑
み
を

誘
わ
れ
る
よ
う
な
人
形
た
ち
」
が
勢
揃

い
。
時
代
を
越
え
て
愛
さ
れ
て
き
た
人

形
た
ち
に
和
ま
さ
れ
、
何
時
間
で
も
な

が
め
て
い
ら
れ
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
だ
。

な
か
で
も
注
目
は
、
今
年
新
た
に
加

わ
っ
た
幼
子
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
「
お

ぼ
こ
雛
」。
京
都
を
代
表
す
る
雛
師
の

ひ
と
り
・
近
江
屋
文
助
（
近
文
・
初
代

櫻
木
宗
甫
）
の
ひ
な
人
形
で
、
頭
は
名

工
十
二
世
面
庄
こ
と
面
屋
庄
次
郎
の
作
。

可
愛
ら
し
さ
と
高
貴
さ
を
兼
ね
備
え
た
、

表
情
も
豊
か
な
五
人
飾
り
。
三
人
官
女
、

屏
風
、
几
帳
、
膳
な
ど
の
道
具
も
揃
っ

て
披
露
さ
れ
た
。

御
殿
飾
り
や
犬
筥
、
雛
図
な
ど
、
ひ

な
人
形
の
世
界
を
堪
能
で
き
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
人
形
の
魅
力
を
存
分
に
味

わ
え
る
展
示
会
だ
。
　

佐
野
美
術
館

住
所
／ 

静
岡
県
三
島
市
中
田
町
１ｰ

43

電
話
／
０
５
５ｰ

９
７
５ｰ

７
２
７
８

⑤

②

③④

⑥

①

⑦
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久伊豆神社

遷喬館

第
19
回　

人
形
の
ま
ち
岩
槻
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

ま
ち
か
ど
雛
め
ぐ
り

会
期
／
２
月
19
日
㈯  

▼ 

３
月
６
日
㈰

室
町
時
代
よ
り
栄
え
た
城
下
町
で
あ

る
岩
槻
は
日
本
が
誇
る
人
形
の
産
地
だ
。

人
形
販
売
店
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職

人
も
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
る
。

こ
の
地
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

の
が
「
人
形
の
ま
ち
岩
槻 

ま
ち
か
ど

雛
め
ぐ
り
」。
19
回
目
と
な
る
今
年
は
、

２
月
19
日
㈯
か
ら
３
月
６
日
㈰
ま
で
の

間
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
岩
槻
の
ま

ち
は
華
や
か
な
春
色
に
染
ま
っ
た
。
期

間
内
は
駅
前
の
商
店
を
は
じ
め
、
人
形

店
や
食
事
処
な
ど
60
以
上
の
会
場
で
雛

人
形
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。「
感
染
症

の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
催

し
や
展
示
も
あ
り
全
て
予
定
通
り
と
は

い
か
な
か
っ
た
が
、
期
間
中
は
晴
天
に

恵
ま
れ
る
日
が
多
く
、
多
く
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
け
た
」
と
関
係
者
は
話
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
中
は
３
つ
の
テ
ー
マ「
創

る
」「
観
る
」「
食
べ
る
」で
岩
槻
の

ま
ち
全
体
が
盛
り
上
が
る
。

「
創
る
」
は
２
月
23
日
㈷
に
木
目
込

み
ス
ト
ラ
ッ
プ
製
作
体
験
が
ク
レ
セ
ン

ト
モ
ー
ル
・
ひ
な
市
会
場
で
行
わ
れ
た
。

「
食
べ
る
」
も
毎
年
人
気
で
お
昼
時

は
ど
こ
も
人
が
多
く
、
料
亭
ほ
て
い
家

は
予
約
で
満
席
の
日
も
あ
っ
た
。「
天

気
も
良
い
せ
い
か
お
客
様
が
た
く
さ
ん

来
て
く
だ
さ
り
嬉
し
い
。『
満
席
で
す
』

と
断
る
の
が
心
苦
し
か
っ
た
」
と
話
す
。

「
観
る
」
の
目
玉
は
特
別
展
示
。
８

各
地
の
ひ
な
展　
そ
の
②
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ほ
て
い
家

ワ
ッ
ツ
東
館
１
階
特
設
会
場

つ
の
会
場
に
て
、
奉
納
ひ
な
人
形
や
江

戸
時
代
の
古
今
雛
と
つ
る
し
雛
と
い
っ

た
歴
史
あ
る
人
形
は
も
ち
ろ
ん
、
創
作

ひ
な
人
形
や
創
作
つ
る
し
飾
り
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。

岩
槻
名
所
ス
タ
ン
プ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

も
実
施
。
ま
ち
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
片
手
に
歩
き
回
る
人

の
姿
を
見
か
け
る
。「
寒
い
か
と
思
っ

た
け
ど
歩
く
と
暑
く
感
じ
る
。
休
憩
場

所
も
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、
休
み
な
が

ら
人
形
を
愛
で
る
の
は
良
い
」
と
参
加

者
の
気
分
も
上
々
。
一
足
先
に
訪
れ
た

春
を
満
喫
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

第 19 回「人形のまち岩槻 まちかど雛めぐり」
場所　岩槻駅東口 周辺商店街
主催　人形のまち岩槻 まちかど雛めぐり実行委員会
共催　岩槻人形協同組合
後援　さいたま市、埼玉県、さいたま商工会議所、

岩槻商店会連合会、東武鉄道㈱ほか多数
ＨＰ　https://hinameguri.com/

④
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写真上段右側：はじめに武州岩槻総鎮守久伊豆神社
の馬場裕彦宮司による祈祷が行われ、次に岩槻人形
協同組合、流しびな実行委員会の伴戸武三委員長に
よる開会の挨拶が行われた

人
形
の
ま
ち
岩
槻（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

第
35
回 

流
し
び
な

２
月
27
日
㈰
／
岩
槻
城
址
公
園
に
て

人
形
の
ま
ち
岩
槻
の
毎
年
恒
例
イ
ベ

ン
ト
「
流
し
び
な
」
が
２
月
27
日
㈰
に

開
催
さ
れ
た
。
35
回
目
と
な
る
今
年
は
、

快
晴
と
な
り
気
温
も
上
昇
。
会
場
と
な

っ
た
岩
槻
城
址
公
園
菖
蒲
池
に
は
、
家

族
連
れ
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
訪
れ
た
。

短
冊
に
願
い
を
書
き
込
み
、
そ
れ
を

お
殿
様
と
お
姫
様
が
付
い
た
桟
俵
に
挟

み
込
む
。「
お
顔
が
違
い
ま
す
か
ら
好

き
な
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
言

わ
れ
た
来
場
者
は
好
み
の
人
形
を
選
ぶ
。

桟
俵
は
就
労
支
援
施
設
の
ふ
く
ふ
く

東
町
作
業
所
の
方
た
ち
が
製
作
し
た
も

の
。
一
つ
一
つ
丁
寧
に
編
み
込
ま
れ
た

桟
俵
に
願
い
を
込
め
て
、
参
列
者
は
流

し
び
な
を
菖
蒲
池
に
流
し
た
。

万
全
な
感
染
症
対
策
の
も
と
行
わ
れ

た
第
35
回
流
し
び
な
。
来
年
の
開
催
も

楽
し
み
だ
。

第 35 回「人形のまち岩槻 流しびな」
主催　岩槻人形協同組合 
	 流しびな実行委員会
後援　埼玉県、さいたま市、さいたま

商工会議所、（公社）さいたま
観光国際協会、（公財）さいた
ま市公園緑地協会、日本人形協
会埼玉支部、岩槻人形優良店会、
東武鉄道㈱、埼玉高速鉄道㈱

各
地
の
ひ
な
展　
そ
の
②
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